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機械器具 06 呼吸補助器 

管理医療機器 麻酔回路セット 70567000 

（管理医療機器 呼吸回路セット 70566000） 

MMI 麻酔/呼吸 回路 Y型 

再使用禁止

*【形状・構造及び原理等】 

1. 形状 

1） 回路 

 

 

 

 

 

回路長 150cm、180cm 

患者接続側コネクタ 外径 22mm/内径 15mm 

吸気コネクタ／呼気コネクタ 内径 22mm 

 

2） バッグ 

 

 

 

販売名：MMI ディスポ麻酔バッグ 

認証番号：229ADBZX00109000 

サイズ（容量） 0.5L、1.0L、2.0L、3.0L 

コネクタ径 内径 22mm 

 

2. 原理 

麻酔器又は人工呼吸器等に接続し、麻酔器等からの吸気

ガス及び患者からの呼気ガスを通す。 

 

【使用目的又は効果】 

麻酔器等に接続し、麻酔中の呼吸管理に用いる。 

人工呼吸器等に接続し、呼吸管理に用いる。 

 

【使用方法等】 

1. 使用方法 

1) 本品のすべての接続部及びコネクタがしっかり接続

され、緩んでいないことを確認する。 

2) 回路の吸気コネクタ／呼気コネクタを、麻酔器等の吸

気側ポート及び呼気側ポートへ接続する。 

3) 患者側接続コネクタを患者のマスク等に取り付ける。 

4) 必要に応じて、バッグを麻酔器等へ接続する。 

5) 回路内を加圧し、本品や接続機器との接続部でリーク

がないことを確認する。 

6) 呼吸管理を開始する。必要に応じてサンプリングポー

トを使用できる。 

7) 使用後は、適切な方法にて廃棄する。 

 

2. 使用方法に関連する使用上の注意 

1) 各接続部は両手で持ってねじって確実に固定し、緩み

がないことを確認すること。 

2) 本品に無理な力を加えないこと［閉塞が発生するおそ

れがある］。 

3) サンプリングポートを使用しないときは、キャップを

確実に閉めておくこと。 

 

3. 組み合わせて使用する医療機器 

本品は、コネクタ径に合致する JIS T 7201-2-1:2017

規格又は ISO 5356-1:2015 規格基準に準拠するコネク

タを持つ製品と接続して使用する。 

 

**【使用上の注意】 

重要な基本的注意 

1) 使用前に、汚れ・破損等がないか点検すること。 

2) バッグは、患者の肺容量等を考慮し、適切なサイズを

選択すること。 

3) バッグを使用するときは換気条件を確認し再設定を

すること［死腔量が増えるため］。 

4) 使用中は本品の接続及び患者の状態に異常が発生し

ていないか常に確認すること。 

5) 使用中は回路内部に分泌物が蓄積していないか、破損

や劣化等がないか適宜確認し、必要に応じて新しい回

路に交換すること。 

6) 鋭利な器具との接触は避けること［バッグが破損する

おそれがある］。 

吸気コネクタ／呼気コネクタ 

患者側接続コネクタ 

サンプリングポート 

【警告】 

〈使用方法〉 

1. 使用前に、回路の接続に誤りがないか、各接続

部が気密かつ確実で接続部等で漏れがないか、

回路によじれ及びキンク等がないかを確認する

こと［適切な呼吸管理ができないおそれがあ

る］。 

2. 使用中は、回路全体に漏れや閉塞が発生しない

よう常に監視すること［適切な呼吸管理ができ

ないおそれがある］。 

3. バッグの加圧を行う際は、患者の肺容量を十分

に考慮し、過度の内圧が加わらないように注意

すること［患者の肺を損傷するおそれがある］。 

【禁忌・禁止】 

〈併用医療機器〉 

1. 本品と人工鼻又は人工鼻フィルタを接続する場

合は、ネブライザ又は加温加湿器を併用しない

こと［人工鼻及び人工鼻フィルタが目詰まりを

起こし、患者が呼吸困難となるおそれがある］。 

2. 本品とフィルタを接続する場合は、ネブライザ

を使用しないこと［フィルタが目詰まりを起こ

し、患者が呼吸困難となるおそれがある］。 

〈使用方法〉 

1. 再使用禁止［機能低下又は交差感染のおそれが

ある］。 

2. 可燃性麻酔薬との併用又は雰囲気下で使用しな

いこと［バッグは非導電性であり、爆発又は発

火のおそれがある］。 

3. 洗浄、浸漬、滅菌はしないこと［機能低下及び

有害物質が残留するおそれがある］。 
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7) 気道内圧チューブ又はサンプリングチューブを接続

する場合は、水分が流れ込まないように、チューブの

差込口が常に上になるようにすること。また、使用中

に水分が見られた場合には、速やかに取り除くこと

［閉塞のおそれがある］。 

8) 本品は MR Safe であり、一般的な MR 検査による影

響はない［自己認証による］。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1. 保管方法 

水濡れに注意し、高温・多湿・直射日光を避け、清潔な

場所で保管すること。 

 

2. 有効期間［自己認証（当社データ）による］ 

1) 回路：5 年 

2) バッグ：3 年 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 

製造販売業者： 

TEL：0725-53-5546 

 

製造業者：シーナ社 台湾 

Hsiner Co.,Ltd.  


